
第３学年 日本語学級「ちいちゃんのかげおくり」（オンライン授業）

トピックのねらい

〇文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつことができる。

〇様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増やし、話や文章の中で使う

ことができる。

日本語の目標

〇「お母さんの気持ちは、…だと思います。なぜなら、～だからです。」

「○○さんの意見と同じです。」／「私は、○○さんとは違って、…だと思

います。なぜなら、～だからです。」という言葉を使って、登場人物の気持

ちを表現することができる。

関連 教科・単元
国語科「ちいちゃんのかげおくり」A

国語科「修飾語を使って書こう」B

くらし・行事

主な学習活動
① 音読劇をする。

② ちいちゃんへの平和宣言を書く。

教材・教具：教科書・ノート・国語辞典・ホワイトボード・白い紙

授業展開

時

間

学習活動 指導のポイント

支援「〇日本語 ◇教科 ＊バイカルチュラル視点」

関連

１

１ ８月１５日が何の日か考え

る。

２ 音読（ｐ.１２～１６）する。

① 戦争について考える。

  

② 第一場面の範読を聞く。

③ 言葉の意味を確かめる。

・つぶやく(p.12)

・かげおくり（p.12）

・かげぼうし(p.13)

・まばたき(p.14)

・たすき（p.15）

・日の丸（p.16）

・いくさ(p.16)

・ばんざい(p.16)

・しょういだん（p.16）

３ グループに分かれて音読劇を

する。（P14 の 1 行目～P15 の 11

行目）

① 教師が音読の範囲を読む。

② 登場人物の気持ちをグルー

プ全体で話し合う。

◇この日に戦争が終わったこと、第二次世界大戦によ

ってたくさんの人が亡くなったことを伝える。

＊マニラでも日本とアメリカの軍が戦って、たくさん

の人が苦しんだ話を伝える。

◇物語の時代背景を理解してもらうために、７６年前

の戦争について何か知っていることがあるか聞き、

戦争の動画を見せる。

〇教科書に読み仮名を書かせる。

◇意味を確かめつつ物語をなぞる。

〇「言う」との違いを動作で考えさせる。

〇教科書のイラストや動作を用いて説明する。

〇出征の意味にも触れる。

○出征の様子の画像を見せる。死んでしまうかもしれ

ない危険な戦争に行くのに、悲しい顔はできない。

国のために戦う兵隊として送り出される当時の状況

を伝える。

○画像を見せる。

〇教科書巻末「気持ちを表す言葉」から選ばせる。

○かげおくりをしたちいちゃんとお兄ちゃんの気持ち

をグループで考え、「すごうい。」の音読に生かす。

◇「すごうい。」はどのように読めばいいか問う。

◇明日出征するお父さんとお母さんの気持ちをグルー

プで考え、音読に生かす。

○「お母さんの気持ちは、…だと思います。なぜな

ら、～だからです。」「○○さんの意見と同じです。」

「私は、○○さんとは違って、…だと思います。な

ぜなら、～だからです。」のモデル文を提示する。

A

A

A

音読劇でかげおくりをしてみよう。



③ 読み方のくふうについて話

し合う。

④ 役割を決め、練習し、読

む。

⑤ グループで発表し合う。

４ 学習をふりかえる。

〇教員がナレーターとしてセリフを繋ぐ。

◇家族との楽しいひと時だが、戦争によって離れ離れ

になってしまうことがわかっている切なさもあるこ

とを全体で共有する。

空襲警報

https://www.youtube.com/watch?v=wznJKk9Htqw

戦争映像

https://www.nhk.or.jp/school/sensou/

空襲

https://www.youtube.com/watch?v=1IOjdyk-yBY

https://www.youtube.com/watch?v=U2DW-0a_tGY

フィリピン

https://www.youtube.com/watch?v=iFC6PcBgLG0

出征の様子

https://www.youtube.com/watch?v=WbGRI7G97Ek

A

２

１ 修飾語の役割について考え

る。

① 以下の文の修飾語が何を修

飾しているのか考える。

・青い空を見上げたお父さん

が、つぶやきました。

・白い四つのかげぼうしが、す

うっと空に上がりました。

② 絵を見て、その絵を表す文

章を作る。

２ 第一場面（ｐ.１２～１６）を

音読する。

① 第一場面のちいちゃん・お

兄ちゃんの気持ち、お母さ

ん・お父さんの気持ちを確

認する。

② 役に分かれて音読をする。

③ 「広い空が楽しいところで

はなく、とてもこわい所に

かわった」ことをおさえ

る。

３ 第二場面（p.17〜19）を音読

する。

① 「くうしゅう」について学

ぶ。

② 第二場面の音読を聞く。

・空襲の日が「風の強い日

（p.17）」であったことから、

被害が拡大したことを想像

する。

  ・「ほのおのうずがおいかけて

◇まず、主語を確認する。
（主語は「だれ（何）が」述語は「どうした/どんなだ。」）

〇修飾語は「どこで、どのように、どんな、どのよう

に」といったことを補足している。

〇絵を用いて、修飾語があることで文章が具体化する

ことを抑える。

〇複数人で修飾語を付けたし、文を完成させる。

◇第一場面のあらすじを確認する。

◇「すごうい。」の台詞、「今日」が出征の前日である

ことを確認する。

○気持ちを表す言葉をいくつか提示する。

◇児童自身の家族みんなで遊ぶ時間と重ねて、ちいち

ゃんにとってのかげおくりの大切さを考えさせる。

○空襲警報の実際の音や、逃げる人々、焼けた街の画

像を用いて１０万人亡くなった東京大空襲の悲惨さ

を伝える。

https://youtu.be/q_QoT-lBCjg

○ちいちゃんとお母さん、お兄さんの行動を動作を交

えて確認する。

○ちいちゃんは、はぐれてしまった（一緒にいた人を

B

A

A

かげおくりをした広い空が、どうしてこわい所になったのか考えよう。



くきます（p17）から、いか

に火災が激しく、人々は逃

げることに必死であったの

か考える。

・「たくさんの人たちの中でひ

とりぼっちでねむりまし

た。(p.19)」の表現から、

ちいちゃんの気持ちを考え

ホワイトボードに書いて発

表する。

４「広いそらは、楽しい所ではな

く、とてもこわい所にかわりま

した。(p.16)」の意味を確認す

る。

見失って離れ離れになった）ことを確認する。

○気持ちを表す表現と話型を提示する。

◇空襲によって空から爆弾が降ってきて、ちいちゃん

が家族と会えなくなってしまったことを確認する。

３

１ 第 1・２場面の復習をする。

２ 第 3 場面の言葉の意味を確認

する。

・はす向かい（p.20 L2）

・やっとこらえて（p.20 L4）

・やけ落ちて（p.20 L11）

・ざつのう（p.21 L8）

・ほしいい(p.21 L9)

・ぼうくうごう（p.21 L11）

・かじる（p.22 L1）

３ 第 3 場面のちいちゃんの気持

ちを考える。

① 音読を聞く。

② グループにわかれて、ちい

ちゃんが置かれた状況や、

言葉から、ちいちゃんの気

持ちを考える。

③ 「ここがお兄ちゃんとあた

し の部屋。」と、焼け落ち

てなくなった家でちいちゃ

んが言った理由を考える。

④ はす向かいのおばさんに、

お母さんたちが返って来る

のか聞かれたときに、ちい

ちゃんが 2度「深くうなず

いた」理由を考える。

⑤ ほしいいを、少ししか食べ

なかったちいちゃんの気持

ちを考える。

⑥ ほしいいを少しかじり、こ

われかかったぼうくうごう

で一人でねむるちいちゃん

のセリフを考え、ホワイト

ボードに書く。

４ 全員でちいちゃんのセリフを

発表し合う。

○絵を用いて、第 1・2 場面の出来事を振り返る。

○「やける」と「やけ落ちる」の違いをイラストで比

べ、はっきりさせる。

◇写真を用いて、当時の食事のひもじさを考えさせ

る。また、規模の大きさや暗さを伝える。

○動作化を通して、児童の理解度を確認する。

○デジタル教科書を提示する。

◇空襲の次の日の朝、町はすっかりかわり、どこがう

ちかわからなくなっている。ことを共通認識させ

る。

◇前の日の夜まではあったはずのものが、突然なくな

ってしまったことを確認する。

○普段どんな時にうなずくのか問う。

○ただうなずいたのではなく、「深く」うなずいたこと

に注目させる。

○お母さんたちだけでなく、家も失ったちいちゃんの

気持ちを表すための言葉をいくつか提示する。

◇戦争で食料が少なく、一日のうちほとんど何も口に

できなかったちいちゃんは、おなかがとてもすいて

いたであろう。

◇お母さんたちとはぐれ、家を失い、おなかもすいて

いる幼いちいちゃんが何を思っているのかを言葉で

表現する。

○学習したことを活かして、理由もつけて発表させ

る。

A

A

A

A

「私は、ちいちゃんは○○だったと思いま

す。なぜなら、…だからです。」

第３場面のちいちゃんの気持ちを想像しよう。



４

１ 言葉の確認をする。

① 「ちいちゃんのかげおく

り」の第１～３場面に出て

きた動詞を使ってビンゴを

する。

・つぶやく(p.12L5)

・目を落とす（p.14L1）

・まばたき(p.14L3)

・だき上げる（p.17L12）

・はぐれる（p.18L5）

・こらえる（p.20 L4）

・しゃがむ（p.21L1）

・うなずく(p.20L4)

・かじる（p.22 L1）

  

２ 物語の内容の確認

① 動画を見て第３場面までの

話の内容をおさらいする。

② 第４場面の言葉の意味を確

かめる。

・ふみしめる（p.23L1）

・見つめる（p.23L2）

・すきとおる（p.24L4）

・すいこまれる（p.24L4）

・きらきらわらう（p.25L4）

３ 範読を聞く。

４ 音読をする。

５ 物語に出てきた動詞を使った

文を作る。

・つぶやく(p.12L5)

・目を落とす（p.14L1）

・まばたき(p.14L3)

・だき上げる（p.17L12）

・はぐれる（p.18L5）

・こらえる（p.20 L4）

・うなずく(p.20L4)

・かじる（p.22 L1）

・ふみしめる（p.23L1）

・すいこまれる（p.24L4）

〇ホワイトボードに９つの言葉を書かせ、読み手が意

味を言う。

〇意味の復習をする。

〇国語辞典を引き、意味を確かめる。

〇動作化して理解を促す。

◇音読の役割分担をして、情景を想像しやすくさせ

る。

◇ちいちゃんは亡くなったが、家族と会えてうれしい

気持ちをおさえておく。

◇８人でリレー読みができるように第四場面を分割し

て提示する。

〇例文を提示する。

〇ホワイトボードに、主語・述語・修飾語の揃った文

章を一文書いて発表できるようにする。

A

A

B

ちいちゃんのかげおくりに出てきた言葉を使えるようになろう。



令和３年度 第３学年 日本語学級「ちいちゃんのかげおくり」ふりかえり

児童

⎡
様子

≪日本語学級での様子≫

【１時間目】

〇戦争を題材にした教材を学ぶため、実際の戦争下の人々の様子を使用したところ、ほとん

どの児童は戦争についての知識がないようで話をよく聞いていた。

〇学ぶ意欲は高く、わからない言葉に「辞書を使おう」と声が上がった。

▲物語の登場人物の気持ちを予測する活動で、「元気」と「元気づける」の違いを分かって

いないようであった。「まばたき」も、「目をこすること」と混同している児童がいた。

【２時間目】

〇修飾語の学習は、積極的に文章を作っていた。

〇主語述語に関しては自信を持って回答していた。

〇ちいちゃんが空襲で家族とはぐれたときの気持ちを、子ども達は、親とショッピングモー

ルではぐれた時の経験と重ねていた。

▲ちいちゃんのかげおくりは、第一場面を音読したが集中力がなくうまくつなげなかった。

▲戦争に関する題材であるが、昔の話としてとらえ、当時の生活の厳しさや戦争のむごさに

対してどこか他人事のようだった。

【3 時間目】

〇戦時中の食事を紹介した際には、大変興味を示していた。

▲音読だけでは話がつかめていないようであった。

▲最初になぞなぞを取り入れ、楽しい雰囲気で授業を始めたが、集中力はなかなか続かず、

活発な話し合いはできなかった。

【４時間目】

▲集中している児童とそうでない児童で言葉への理解度が違った。

≪在籍学級での様子≫

〇言葉の意味を少しずつ理解しつつある。気持ちや様子を表す言葉を問うと、自信満々に発

表する児童がいた。

一時間目

成果〇映像を見たことで、戦争のむごさが伝わったようで、焼夷弾の説明に「やめ

て！」という反応があった。

課題
△視覚支援が足りなかった。音読する箇所とモデル文を細かく指示できなかっ

た。

→あらかじめパワーポイントにわかりやすく指示を書く。

二
時間目

成果
〇登場人物の気持ちを自分の経験と重ねて考えることで想像しやすいようだっ

た。また、気持ちを表す言葉を並べて選択できるようにしたことで、発表のし

さすさに繋がった。

課題
△戦争の状況を理解できていない。

→限られた時間の中での効果的な動画資料の準備を行うとともに、登場人物の

行動の中から特に考えさせたい部分を厳選し、じっくり気持ちを考えられる



ようにする。

三時間目

成果
○動作を実際にして、登場人物の気持ちと重ね合わせたことで理解が深まった。

課題

△気持ちを考えることが難しかったようだった。

→扱う文章の量が多かったのかもしれない。考えさせる部分を厳選し、動画を用

いたり、動作化を行ったりしながら意味理解を深め、気持ちを考えられるよう

にする。

四時間目成果○役割分担をして朗読を行ったことで、声が重なって楽しく影送りをする様子

が伝わった。

課題△文章を作る活動では、言葉の意味とは違った意味で文を作った児童もいた。

→繰り返し言葉の意味をアウトプットする学習をする。


